
日 水月 木火 金 土

手
紙
を
小
宮
宛
に
送
り
ま
し
た
。

　
漱
石
に
代
り
奮
闘
し
て
い
た
つ
も
り
の

小
宮
は
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
よ
う
で
、
評
論

メ
モ
に
何
頁
に
も
亘
る
横
線
を
引
き
、
所

在
な
げ
な
落
書
き
も
記
す
な
ど
「
漱
石
の

お
灸
」
の
衝
撃
が
ハ
ン
パ
な
か
っ
た
こ
と

を
窺
わ
せ
て
い
ま
す
。  

▲ 市民ミュージアム「大野城心のふるさと館」のホールで記念撮影

▲ 左：生徒作成のレポート。短時間で制作したとは思えない力作です　右：三重塔の 
　防火設備点検体験で最上層へ登りました。体験生徒の皆さん お疲れさまでした‼

▲文芸欄を担当していた頃の小宮
（明治 44 年・27 歳）オシャレですね

▲ せっかく書いた評論メモに引かれた横線（矢印）と落書き

▲ 繭から生糸にする作業は不可思議の連続で大人も子供も興味津々

【漢
詩
紀
行
講
座
】

　
９
月
７
日
（
土
）
９
時
30
分
～

【
古
文
書
講
座
】

　
９
月
14
日
（
土
）
10
時
～

【
古
典
か
な
講
座
】

　
９
月
21
日
（
土
）
９
時
30
分
～

【
み
や
こ
学
講
座
】

　
９
月
28
日
（
土
）
10
時
～

※
日
程
等
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
見
学
会
等
は
別
途
ご
案
内
し
ま
す
。

博
物
館「
職
場
体
験
学
習
」レ
ポ
ー
ト
の
ご
紹
介

　
博
物
館
で
は
８
月
１
日
（
木
）
か
ら

２
日
間
、
豊
津
中
学
校
か
ら
の
職
場
体

験
学
習
を
受
入
れ
ま
し
た
。

　
体
験
生
徒
は
３
名
で
「
博
物
館
の
お

仕
事
」
を
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
を
含
め
て
体

験
し
、
広
報
実
習
と
し
て
体
験
学
芸
員

レ
ポ
ー
ト
も
作
成
頂
き
ま
し
た
。
当
館

HP
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
紹
介
し

て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
下
さ
い
。

◆
講
座
・
教
室
・
催
し
物
ガ
イ
ド

９
月
の
歴
史
講
座

　８月３日（土）、館内ホールで「昭和の暮ら
しと風景展」に因んだ「糸繰り実演＆体験
会」が開催されました。実技はSILK LINE代
表の林久美子さんに披露頂きましたが、「お
蚕さま」の恵みを頂く仕組みの巧みさに感
心の声がしきりでした。

　8月4日（日）、大野城市と糸島市を対象に
博物館文化財研修が行われました。大野城
市では市の博物館で開催中の企画展「黄金
の茶室と福岡のお茶」展を観覧。奥深いお
茶の世界を堪能して、しばし猛暑を忘れるこ
とができました。

◆
博
物
館
「
イ
チ
オ
シ
」
逸
品
レ
ポ
ー
ト

こ
の
展
示
（
＆
収
蔵
資
料
）

コ
コ
が
見
ど
こ
ろ
、こ
こ
が
ツ
ボ
!!

●
資
料
解
説
～
漱
石
が
据
え
た「
お
灸
の
効
き
目
」

一九
〇
九

※
注
１

※
注
１
：
漱
石
の
辞
表
は
、
そ
の
後
の
池
辺
三
山
の
説
得
に　
　

　
　
　
　

 

よ
り
撤
回
さ
れ
た
。

　
今
年
は
「
み
や
こ
の
先
人
」
の
一
人
・

小
宮
豊
隆
の
生
誕
１４０
年
の
記

メ
モ
リ
ア
ル念
年イ

ヤ
ーで
す
。

漱
石
最
愛
の
弟
子
に
し
て
小
説
『
三
四
郎
』

の
モ
デ
ル
・
漱
石
研
究
の
大
家
と
さ
れ
る

小
宮
で
す
が
、
漱
石
の
輝
き
が
強
烈
過
ぎ

て
、
残
念
な
が
ら
彼
自
身
の
こ
と
は
あ
ま

り
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
記
念
の
年
、「
知
の
巨
人
」
と
も

い
う
べ
き
教
養
の
人
・
小
宮
豊
隆
を
当
館

注
目
の
資
料
か
ら
究
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

漱
石
の
発
案
で
明
治
42
年
10
月
に
始

ま
っ
た
新
進
文
芸
の
発
表
の
場
・
朝
日
新

聞
文
芸
欄
で
す
が
、
実
際
の
運
用
や
編
集

は
門
弟
の
森
田
草
平
・
小
宮
豊
隆
の
コ
ン

ビ
が
担
い
ま
し
た
。

　
欄
の
開
始
当
初
は
漱
石
の
目
も
行
き
届

き
、
未
熟
な
評
論
は
漱
石
自
ら
紙
上
で
、

担
当
の
小
宮
ら
の
過
誤
を
指
摘
す
る
程
で

し
た
が
、「
修
善
寺
の
大
患
」
を
機
に
漱

石
の
関
与
が
な
く
な
る
と
、
欄
は
二
人
の

独
断
が
先
走
り
が
ち
な
、
喧
噪
的
雰
囲
気

の
場
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
が
社
内
会
議
で
問
題
と
な
り
、

漱
石
の
庇
護
者
・
池い

け
べ辺

三さ
ん
ざ
ん山

の
引
責
辞
任

騒
動
へ
発
展
し
た
た
め
、
文
芸
欄
責
任
者

の
漱
石
は
欄
の
廃
止
と
自
身
の
辞
職
を
決
意

し
、
そ
の
事
を
告
知
し
て
二
人
を
戒
め
る

●
資
料
名

　
小
宮
豊
隆
資
料
（
第
二
次
寄
贈
）一括
の
う
ち

　
　
➀
小
宮
豊
隆
所
用
携
行
手
帳
よ
り「
文
芸
欄
評
論
メ
モ
」

　
　
➁
夏
目
漱
石
書
簡
（
明
治
44
年
10
月
25
日
）

●
デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル

・
法 

量 

等 

：
①
１
冊　
②
１
点
（
封
書
）

・
制
作
年
代
：
明
治
44（一九一一）
年
10
月
頃

・
ポ
イ
ン
ト
：
漱
石
の
キ
ツ
イ
戒
め
が
シ
ョッ
ク

　
　

  　
　
　
だ
っ
た
様
子
が
偲
ば
れ
る

・
公
開
状
況
：
保
存
の
た
め
通
常
非
公
開

博物館休館日カレンダー
2024 年  9 月

みやこ町歴史民俗博物館

休館日　※情報はR6.8.23 現在

み や こ 町 歴 史 民 俗 博 物 館 発 行
福岡県京都郡みやこ町豊津 1122-13
T E L  0 9 3 0 - 3 3 - 4 6 6 6
F A X  0 9 3 0 - 3 3 - 4 6 6 7

No.214 令和6年 9月 1日

博物館だより

8月の業務日誌から

1
8
15
22
29

4
11
18
25

2

2
9
16
23
30

5
12
19
26

3

3
10
17
24

1

6
13
20
27

4

7
14
21
28

5

▲ 小宮宛の漱石書簡　便箋 4 枚に漱石の
　 苦渋に満ちた文章が綴られ「文芸欄は　
　 ぶっつぶした方が君らの薬」とある



改
訂
さ
れ
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

　

９
月
1
日
は
「
防
災
の
日
」
で
す
。

昨
年
の
９
月
１
日
で
関
東
大
震
災
か
ら

１
０
０
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、
こ
の
震

災
を
教
訓
と
し
て
後
世
に
伝
え
、
防
災

意
識
を
高
め
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
の
が

「
防
災
の
日
」
で
す
。
今
年
は
、
元
旦

に
能
登
半
島
地
震
、
お
盆
が
近
づ
い
た

先
月
８
日
に
は
宮
崎
県
か
ら
高
知
県
に

か
け
て
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
の
地
震
が
発
生

し
ま
し
た
。
特
に
先
月
の
地
震
発
生
直

後
に
は
「
南
海
ト
ラ
フ
」
の
前
兆
を
示

唆
す
る
ニュ
ー
ス
が
報
じ
ら
れ
、
関
東
大

震
災
規
模
の
地
震
や
東
日
本
大
震
災
に

匹
敵
す
る
大
災
害
の
発
生
が
現
実
味
を

帯
び
て
き
ま
し
た
。ま
た
７
月
に
は
秋
田・

山
形
県
を
中
心
と
し
た
東
北
地
方
で
豪

雨
災
害
が
発
生
し
、
現
在
も
、
厳
し
い

残
暑
の
中
で
復
旧
作
業
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
毎
年
、
日
本
各
地
で

「
想
定
を
超
え
る
規
模
の
大
災
害
」
が

の
で
は
な
く
、
明
日
に
で
も
起
こ
り
う
る

状
況
で
あ
る
こ
と
を
認
識
さ
せ
ら
れ
ま

す
。
夏
目
漱
石
の
小
説
「
三
四
郎
」
の

モ
デ
ル
と
い
わ
れ
る
、
み
や
こ
町
出
身
の

小
宮
豊
隆
と
特
に
親
交
の
あ
っ
た
物
理

学
者
「
寺て

ら
だ
と
ら
ひ
こ

田
寅
彦
」
が
「
天
災
は
忘
れ

た
頃
に
や
って
く
る
」
と
い
う
警け

い
く句
を
唱

え
て
か
ら
約
１
０
０
年
が
経
過
し
た
今

日
、
寅
彦
に
因ち

な

ん
で
作
ら
れ
た
「
天
災

は
忘
れ
る
間
も
な
く
や
っ
て
く
る
」
と
い

う
新
た
な
警
句
が
大
規
模
災
害
に
対
す

る
備
え
の
重
要
性
を
物
語
っ
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ま
す
。

（
井
上
信
隆
）

地
を
的
確
に
選
ん
で
い
る
こ
と
が
伺
え
、

１
３
０
０
年
前
に
豊
前
の
人
々
が
北
九
州

市
か
ら
宇
佐
市
の
行
政
範
囲
の
中
で「
最

も
安
全
な
場
所
」
と
し
て
豊
津
の
地
を

選
び
、
豊
前
国
分
寺
や
国
府
を
造
営
し

た
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
奈
良

時
代
以
前
に
造
ら
れ
た
勝
山
地
域
の
橘

塚
・
綾
塚
古
墳
は
、
発
掘
調
査
等
に
よ
っ

て
、
い
ず
れ
も
強
固
な
地
盤
上
に
築
造

さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
、
地
震
災
害

に
対
し
て
選
地
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
伺

え
ま
す
。

１
０
０
０
年
に一度
の
災
害

　

昨
年
７
月
に
発
生
し
た
豪
雨
に
よ
り
、

犀
川
帆
柱
に
あ
る
国
指
定
重
要
文
化
財

「
永な

が
ぬ
ま
け

沼
家
住じ

ゅ
う
た
く宅

」
の
裏
山
か
ら
土
砂
が

家
屋
に
流
れ
込
む
災
害
が
発
生
し
、
そ

の
復
旧
工
事
が
本
年
７
月
に
完
了
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
本
年
７
月
の
豪
雨
で
は
、

愛
媛
県
の
国
指
定
史
跡
「
松
山
城
」
で
、

城
郭
の一
部
が
崩
壊
し
、
人
的
被
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
８
年
前
に
発

生
し
た
熊
本
地
震
で
は
熊
本
城
が
甚
大

な
被
害
を
受
け
、
熊
本
県
内
に
あ
る
約

１
５
０
０
年
前
に
築
造
さ
れ
た
各
種
の
装

飾
古
墳
も
被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
こ
の
よ
う
に
１
０
０
０
年
以
上

に
わ
た
り
、
今
日
ま
で
そ
の
姿
を
留
め
て

き
た
各
種
の
文
化
財
が一瞬
に
し
て
崩
壊

す
る
よ
う
な
災
害
が
頻
発
し
て
い
る
状

況
を
み
る
と
、
現
在
「
最
悪
の
事
態
」

と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
る
「
１
０
０
０
年

に一度
の
災
害
」
も
決
し
て
大
げ
さ
な
も

多
発
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
災
害
に

対
し
て一番
身
近
な
防
災
対
策
の
ひ
と
つ
に

「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
は
自
然
災
害
に
よ
り
想
定
さ
れ
る
被

害
の
範
囲
を
地
図
上
に
示
し
た
も
の
で
、

被
害
の
範
囲
を
事
前
に
周
知
し
、
迅
速

避
難
や
二
次
災
害
の
回
避
を
目
的
に
作

成
さ
れ
る
も
の
で
す
。
み
や
こ
町
で
は
本

年
、「
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マッ
プ
」
を
新
た
に

改
訂
し
ま
し
た
。
こ
の
マッ
プ
で
は
、
豪

雨
等
に
よ
る
浸
水
域
や
避
難
所
の
位
置

な
ど
が
分
か
り
や
す
く
図
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
こ
のハ
ザ
ー
ド
マッ
プ
の
情

報
と
併
せ
、
町
内
の
文
化
財
に
み
ら
れ

る
古
代
の
人
々
の
防
災
対
策
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
す
。

豊
前
国
分
寺
に
み
ら
れ
る
「
防
災
対
策
」

　

今
か
ら
約
１
３
０
０
年
前
の
奈
良
時

代
、
現
在
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
同
様

に
「
天て

ん
ね
ん
と
う

然
痘
」
と
い
う
疫え

き
び
ょ
う病
が
国
内
に

蔓ま
ん
え
ん延

し
１
５
０
万
人
以
上
の
人
々
が
亡
く

な
り
ま
し
た
。
同
時
に
国
内
で
戦
乱
が

頻ひ
ん
ぱ
つ発

し
た
こ
と
か
ら
、
当
時
の
聖
武
天

皇
は
、
仏
教
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
疫
病
や

戦
乱
を
鎮し

ず

め
る
た
め
、「
奈
良
の
大
仏
」

で
有
名
な
東
大
寺
を
「
総
国
分
寺
」
と

し
て
、
国
ご
と
に
建
立
を
命
じ
た
寺
院
が

「
国
分
寺
」
で
す
。
み
や
こ
町
国
分
に

あ
る
「
豊
前
国
分
寺
」
は
、豊ぶ

ぜ
ん
の前
国く

に

（
現

在
の
北
九
州
市
か
ら
大
分
県
宇
佐
市
に

及
ぶ
行
政
範
囲
）
の
国
分
寺
と
し
て
建

立
さ
れ
、
当
時
は
七
重
塔
が
そ
び
え
る

壮
大
な
寺
院
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
て
い
ま

す
。
聖
武
天
皇
は
、天
平
13
年（
７
４
１
）

2
月
14
日
に
「
国
分
寺
建
立
の
詔

み
こ
と
の
り（

天

皇
の
命
令
を
伝
え
る
公
文
書
）」
を
発

布
し
ま
す
。
こ
れ
は
各
国
の
国
分
寺
造

営
に
あ
た
り
、
そ
の
目
的
や
規
定
の
詳

細
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
国
分
寺
建
設

地
に
つ
い
て
は
「
好よ

き
地
」
に
建
て
る
こ

と
を
命
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
好
き
地
」

の
地
理
的
条
件
と
し
て
「
見
晴
ら
し
の

良
い
地
形
で
、
水
害
の
な
い
場
所
」、「
そ

の
国
の
行
政
を
司

つ
か
さ
どる

国
府
（
現
在
の
都

道
府
県
庁
に
あ
た
る
施
設
）や
官
道
（
奈

良
時
代
に
情
報
伝
達
を
目
的
と
し
て
整

備
さ
れ
た
幹
線
道
路
）
に
近
い
こ
と
」

な
ど
を
挙
げ
て
い
ま
す
。
今
回
改
訂
さ

れ
た
ハ
ザ
ー
ド
マッ
プ
で
豊
津
地
域
に
み
ら

れ
る
国
分
寺
、
国
府
跡
の
立
地
を
確
認

し
て
み
る
と
、
い
ず
れ
も
想
定
さ
れ
る
水

害
の
浸
水
域
で
は
な
く
、
ま
た
宇
佐
に

延
び
る
官
道
を
挟は

さ

ん
で
国
分
寺
、
国
府

が
位
置
し
て
い
る
こ
と
か
ら
「
国
分
寺

建
立
の
詔
」
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
こ

と
が
確
認
で
き
ま
す
。
ま
た
こ
の
当
時
、

国
分
寺
は
、
国
府
の
建
物
と
併
せ
、
そ

の
国
で
は
最
大
の
建
築
物
で
あ
り
、
特

に
赤
く
彩い

ろ
ど

ら
れ
た
七
重
塔
は
、
国
の
中

で
最
も
高
い
建
築
物
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た

と
み
ら
れ
、
国
内
外
の
人
々
を
魅
了
し
て

い
た
こ
と
が
想
像
で
き
ま
す
。

　

現
在
は
、
浸
水
域
の
シ
ミ
ュレ
ー
シ
ョン

は
コ
ン
ピュ
ー
タ
ー
、
地
盤
の
強
度
は
ボ
ー

リ
ン
グ
調
査
な
ど
で
確
認
で
き
ま
す
が
、

古
代
の
人
々
は
、
当
然
、
こ
れ
ら
の
機

材
を
用
い
る
こ
と
な
く
、
災
害
に
強
い
土
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永沼家の被災状況（左）と復旧工事完了状況（右）
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文
化
財
か
ら
学
ぶ 

　  
「 

防 

災 

」

み
や
こ
の
歴
史
発
見
伝


